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平成 27 年 1 月 13 日から平成 27 年 2 月 13 日までの１カ月間、高松広域都市圏都市交通

マスタープラン（案）について実施したパブリック・コメント（意見公募）では、２人か

ら７件のご意見が寄せられました。ご意見をいただきありがとうございました。 

 

これらのご意見について、適宜要約・集約して整理し、それらに対する県の考え方とあ

わせて以下に示します。 

 

 〈ご意見の提出者数〉 

  個人  ２件 

  企業  ０件 

  団体  ０件 

  合計  ２件 

〈提出されたご意見の数〉 

 合  計         ７件 

 

ご意見（要約） ご意見に対する県の考え方 

県外等との広域的な交流や観光活動を支

える交通体系の構築に高速鉄道（新幹線）

や都会のような便利な電車での移動を考え

て欲しい。 

本マスタープランでは、県内全体の地域

間交流を促進させることにより、広域的な

交流や観光活動を支える交通体系の構築

を目指すこととしています。 

なお、高速鉄道につきましては、四国 4

県と経済団体等で構成する「四国の鉄道高

速化検討準備会」で実施した調査結果にお

いて、フル規格新幹線整備に対する費用便

益比（Ｂ／Ｃ）が１以上となるケースが示

されており、今後、関係団体と連携し、各

界各層と議論を深め、気運醸成等に取り組

むこととしています。 

資料３



ご意見（要約） ご意見に対する県の考え方 

ことでん長尾線の花園～林道間にも新駅

が必要なのではないか。 

（基本事項）本マスタープランの位置づけ

は、将来の都市圏交通体系の方向性を示す

ものであり、提示している具体施策につい

ては、都市圏交通体系が抱えている課題

を、まちづくりの方向性と整合をとって、

効果的に解決するための一手法です。 
このため、具体施策については、このマ

スタープランの考え方を踏まえ、基礎自治

体・交通事業者が別途検討していくことを

基本としています。 
（個別事項）ことでん長尾線の花園～林道

間の新駅につきましては、高松市において

検討がなされており、新駅の候補地として

挙がっておりましたが、現時点においては

費用対効果が見込まれない等の理由から、

当面整備が見送られたものと伺っていま

す。 
新交通システムの導入とあるが、ＬＲＴ

を望む。 

（基本事項）前項と同じです。 

（個別事項）ＬＲＴは高松市において検討

がなされた際、現在の公共交通の利用を増

やし、将来的に利用環境が整った時点で具

体的な検討を行う方針と伺っています。 

香川インテリジェントパークに新交通シ

ステム（検討中）とあるが、電車の駅とバ

スとの連携の方が良い。 

（基本事項）前項と同じです。 

（個別事項)香川インテリジェントパーク

とことでんを結ぶ新交通システムは、高松

市において検討されておりますが、現段階

では、具体的内容は未定と伺っています。

高松空港から高松駅までの誰もが利用し

やすい公共交通を考えて欲しい。 

 

（基本事項）前項と同じです。 

（個別事項）高松空港から高松駅までの公

共交通について、新たな施策は提案してい

ませんが、集約型都市構造に資する事業で

あれば、必要に応じ、マスタープランの見

直しを検討していきます。 

かがわ総合リハビリテーションセンター

や養護学校へのアクセスを改善できない

か。 

本マスタープランの位置づけは、将来の

都市圏交通体系の方向性を示すものであ

り、提示している具体施策については、都

市圏交通体系が抱えている課題を、まちづ

くりの方向性と整合をとって、効果的に解

決するための一手法です。 
このため、具体施策については、このマ

スタープランの考え方を踏まえ、基礎自治

体・交通事業者が別途検討していくことを

基本としています。 



ご意見（要約） ご意見に対する県の考え方 

岡山から津山市に、また岡山から瀬戸大

橋を経て香川県高松市に至る実験区間で新

幹線との相互直通や瀬戸大橋を走れる規格

の国際標準地域リニア技術開発と、大企業

の内部留保からの地域への投資を呼び込む

仕組みづくりを県や国に提案していこうと

考えている。そこで、新幹線やリニアの利

用方法、駅の設置場所、実施効果等のアン

ケートの実施と、これらを誘致することに

ついて検討していただきたい。 

本マスタープランでは、県内全体の地域

間交流を促進させることにより、広域的な

交流や観光活動を支える交通体系の構築

を目指すこととしています。 

なお、高速鉄道につきましては、四国 4

県と経済団体等で構成する「四国の鉄道高

速化検討準備会」で実施した調査結果にお

いて、フル規格新幹線整備に対する費用便

益比（Ｂ／Ｃ）が１以上となるケースが示

されており、今後、関係団体と連携し、各

界各層と議論を深め、気運醸成等に取り組

むこととしています。 

 


